
          
 

 
 

東北大学理学研究科 
Graduate School of Science, Tohoku University  

 
中小地震の活動から大地震のすべり域の特徴を知ることができれば，将来起こりうる地震像

を明らかにするための有効な情報となりうる．本研究では小繰り返し地震（相似地震）の活動

およびそれから推定されるプレート間すべりについて，千島海溝沿いでの特徴を 2011 年に M9
の地震が発生した東北地方東方沖での特徴と比較することにより，北海道南東沖の巨大地震発

生ポテンシャルについて考察した．2011 年東北地方太平洋沖地震の解析では，そのすべり域周

辺に対して以下の 4 つの特徴があることが分かった．1) 大すべり域を中心とする広域で高いカ

ップリング率が推定される．2) プレート境界型地震の発生域下限付近まで高カップリング領域

が存在．3) プレート境界型地震の発生域下限付近での M7 クラスの地震（の繰り返し）が存在．

4) 海溝近傍の低地震活動と低繰り返し地震活動．これらが巨大地震の発生域の特徴として普遍

的なものであるかどうかは，いまだ明らかではないが，巨大地震の発生と関係すると考えられ

る理由はいくつかあげられる．1)は将来地震を発生させる場所では，すべり欠損を蓄えている

必要があり，巨大地震のすべり域では，それが広範囲に及ぶ必要があることによると思われる．

2)はカップリング領域の downdip 方向の拡がりを示しており，飯尾・松澤 (2012)1)では，断層

の幅方向の拡がりを巨大地震発生の重要な要因として指摘している．3)は大きな固着領域の

downdip 領域での応力集中による間欠的な固着のはがれ，4)は浅部プレート境界での固着の表

れと解釈できる．したがって同様な特徴が北海道南東沖でみられるかどうかは，十分検討に値

すると考えられる． 
第 1 図に，1992～2011 年の北海道東方沖での小繰り返し地震グループの分布を示す．小繰り

返し地震は，コンターで示した 3 つの大地震（1968 年十勝沖地震，1973 年根室半島沖地震，2003
年十勝沖地震）のすべり域の中心付近には少ない傾向がある．比較的広い小繰り返し地震の空

白域として，根室半島はるか沖の海溝近傍の領域 A（以下，空白域 A）と海溝折れ曲がり近傍

の領域 B（以下，空白域 B）があることがわかる（特徴 4）．これらの領域は，小繰り返し地震

以外の地震活動も低い．第 2 図に小繰り返し地震の積算すべりとプレート収束速度 2)より見積

もった 1993～ 2007 年のカップリング率分布を日本海溝沿いの結果 3)とともに示す．なお，解

析期間中に 2003 年十勝沖地震(M8.0)が発生しており，小繰り返し地震からもその余効すべりが

推定されている(Uchida et al. 20094), 第 3 図；青色で表示)．その影響で，この地震のすべり域周

辺では若干カップリングが小さく推定されている可能性がある．カップリング率の空間分布を

みると，東北地方東方沖に加え，北海道南東沖でも比較的広域に高カップリング域（第 2 図橙

色丸）が存在する（特徴 1）．このような特徴は，各領域での積算すべり（第 3 図，傾きがすべ

りレートを示す）でも確認することができる．また，第 3 図をみると，プレート境界型地震の

downdip limit 付近（領域 1, 2, 3, 4, 7, 11, 15;赤色で表示）では概ねすべりレートが大きく，定常

的なすべりがみられる．そのうち空白域 A の深部の領域 2, 3, 4 ではすべりレートがそれほど大

きくはない（特徴 2）．また，空白域 A の深部に 1973 年根室半島沖地震(M7.4)が発生している
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（第 2 図緑コンター，特徴 3）． 一方，空白域 B のプレート沈み込み方向深部には，M7-8 クラ

スの地震は知られておらず，すべりレートも比較的速い（第 3 図，領域 11）．この付近の低地

震活動はプレートの折れ曲がりが影響している可能性も考えられる． 
以上のように北海道南東沖では，根室半島はるか沖の海溝近傍（空白域 A）およびその周辺で

東北地方太平洋沖地震の大すべり域周辺にみられた4つの特徴をもつことが分かった（第2図）．

この北海道東方沖の海溝近傍の繰り返し地震空白域・低地震活動域を中心とした周囲の領域が，

地質学的データから推定されている約 500 年間隔の地震 5)の発生域の候補の１つとして考えら

れる．一方，島弧会合部である海溝折れ曲がり付近にも繰り返し地震活動の低い領域（空白域

B）がありこの領域の地震ポテンシャルについても今後検討していく必要がある． 
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第 1 図．北海道南東沖の小繰り返し地震グループの分布（丸印）．丸の色はグループの地震の平均の深さを

示す．コンターは Yamanaka and Kikuchi (2004)6)による M7 以上の地震のすべり量分布．矩形は第 3
図で平均の積算すべりを推定した領域を示す． 黄色楕円は繰り返し地震活動が低い場所． 

Fig.1  Distribution of small repeating earthquake groups (circles) southeast off Hokkaido. Color of circle shows 
averaged depth of the earthquakes in the group. Contours denote slip distribution of M≧7 earthquakes6). 
Yellow ellipsoids represent regions of low repeating earthquake activities. 

第 2 図．北海道南東沖（左）および東北地方東方沖（右）の繰り返し地震分布（黒丸）およびそれにより推

定したプレート間カップリング率（カラー）の比較．カップリング率は 0.3°×0.3°のグリッドごと

に，3 つ以上の小繰り返し地震グループが存在する場所について推定した．緑および黒のコンター

は M7 以上の地震のすべり量分布（Yamanaka and Kikuchi, 20046); Iinuma et al., 20127)）．関東地方の

沖の破線は，フィリピン海プレートの北東限（Uchida et al., 20098)）． 
Fig.2 Distribution of small repeating earthquake groups (black circles) and inteplate coupling ratios (color) 

estimated from the repeating earthquake data. The coupling coefficient is estimated for each 0.3 by 0.3 degree 
window where three or more repeating earthquake groups exist. Green and black contours denote slip 
distributions of M≧7 earthquakes (Yamanaka and Kikuchi, 2004;6) Iinuma et al., 20127)). Broken line off 
Kanto shows the northeastern limit of the Philippine Sea plate8). 
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第 3 図．北海道南東沖の小繰り返し地震の積算すべり．第 1 図の 18 の矩形領域に存在するグル

ープの平均の積算すべりを示す．赤はプレート境界型地震の downdip limit 付近の領域，

青は 2003 年十勝沖地震の余効すべりがみられる領域，黒はそれ以外の領域． 
Fig.3 Averaged cumulative slip time series of small repeating earthquakes southeast off 

Hokkaido. Location of the analysed area for each time series is shown in Figure 1. The 
time series in red, blue and black are for regions that located near the downdip limit of 
interplate earthquakes, regions that show the afterslip of the 2003 Tokachi-oki 
earthquake and other regions. 
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